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第
一
章

町

の

概
観

久
万
高
原
は
四
国
山
地
南
面
に
広
が
る
バ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
に
あ
た
り
、
四
国
中
央

部
に
あ
る
海
抜
五
〇
〇
㍍
か
ら
一
、
〇
〇
〇
㍍
の
山
間
盆
地
で
あ
る
。

皿
ケ
峰
連
峰
か
ら
、
五
㌔
㍍
く
ら
い
の
間
隔
を
お
い
て
、
東
か
ら
直
瀬
川
・
有
枝

川
・
久
万
川
・
霧
降
川
の
四
本
の
川
が
、
南
々
東
の
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ
並
行
し
て
流

れ
、
合
流
し
て
両
河
川
に
注
い
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
帯
は
、
い
ず
れ
も
標
高
五
〇
〇
̃
七
〇
〇
㍍
の
間
で
は
高
原
と
な
り
、

農
地
が
開
け
、
農
家
が
点
在
し
て
、
四
国
に
お
け
る
特
殊
地
形
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
美
川
峰
辺
り
か
ら
望
む
と
そ
の
地
形
が
よ
く
観
察
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

河
川
の
周
辺
に
は
河
岸
段
丘
や
山
裾
の
丘
陵
地
が
よ
く
発
達
し
て
い
て
果
樹
園
や
野

菜
畑
及
び
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
。

久
万
町
は
県
都
松
山
市
の
南
方
二
五
㌔
㍍
、
四
国
山
地
の
な
か
に
た
た
ず
む
山
村

で
あ
り
、
町
内
に
は
、
松
山
市
と
高
知
市
を
結
ぶ
国
道
三
三
号
線
が
走
っ
て
い
る
。

松
山
市
と
の
境
を
画
す
る
山
地
は
、
急
峻
な
四
国
山
地
の
分
水
嶺
に
あ
た
り
、
そ
の

北
斜
面
は
比
高
一
、
〇
〇
〇
㍍
に
も
及
ぶ
中
央
構
造
線
の
走
る
大
断
層
と
な
っ
て
い

る
o

久
万
高
原
は
、
盆
地
底
の
海
抜
高
度
が
五
〇
〇
̃
六
〇
〇
㍍
で
、
周
辺
の
山
地
が

そ
れ
よ
り
二
〇
〇
-
五
〇
〇
㍍
高
い
丘
陵
性
山
地
か
ら
成
り
立
ち
、
地
質
的
基
盤
は
、

古
生
代
三
波
川
系
の
結
晶
片
岩
と
そ
の
上
を
被
う
古
第
三
紀
層
の
久
万
層
群
か
ら
成

り
立
つ
。

こ
の
よ
う
な
地
形
的
特
徴
か
ら
、
冷
涼
多
雨
の
気
候
で
瀬
戸
内
海
の
気
候
と
は
異
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な
る
。

耕
地
面
積
は
昭
和
四
〇
年
に
一
、
二
六
一
㌶
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
一
年
に
は
六

一
人
㌶
と
四
九
㌫
に
減
少
し
た
。
農
家
数
も
一
、
九
一
七
戸
か
ら
一
、
〇
二
三
戸
へ

と
五
三
㌫
の
残
存
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
四
五
年
、
米
の
過
剰
問
題
を
契
機
に
ト
マ
ト
を
中
心
と
す
る
高
原
野
菜
の
主

産
地
つ
く
り
が
、
農
協
と
町
の
一
体
的
指
導
の
も
と
め
ざ
ま
し
い
進
展
を
見
せ
、
銘

柄
産
地
の
地
位
を
固
め
て
き
た
。
し
か
し
、
産
業
就
業
人
口
の
割
合
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
第
一
次
産
業
の
就
業
人
口
は
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
よ
う
に
な
っ
た
。

減
少
の
主
な
要
因
は
、
老
齢
化
、
農
林
業
の
収
入
減
少
と
若
者
の
就
業
の
場
が
ご

く
少
な
い
こ
と
が
揚
げ
ら
れ
る
。

人
口
も
昭
和
四
〇
年
に
は
一
二
、
六
九
九
人
で
あ
っ
た
が
、
平
成
一
六
年
三
月
末

に
は
、
七
、
三
二
四
人
へ
と
減
少
し
た
。

四

第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
増
補
改
訂
版
参
照
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気

一
久
万
町
の
気
候
の
特
色

久
万
町
の
よ
う
な
普
通
山
間
部
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
方
の
気
候
の
特
色
を
知
る
た

め
に
、
最
適
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
松
山
気
象
台
の
種
々
の
観
測
資
料
を
も

と
に
し
て
考
察
を
す
す
め
て
い
く
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
章
に
出
て
く
る
資
料
は
、
気
象
台
観
測
規
定
に
よ
っ
て
観
測
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
午
前
九
時
現
在
の
観
測
値
で
あ
る
。

二

久
万
町
の
天
気
と
気
候

1

気

温

久
万
町
の
気
温
は
、
一
般
的
に
低
く
、
夏
は
冷
涼
で
あ
り
、
冬
は
寒
冷
で
あ
る
。

久万町の気温(昭和62年と準平年の比較)

最 高 気 温 最 低 気 温 平 均 気i温 

日

中 
昭和62年 準平年値 昭和62年 準平年値 昭和62年 準平年値 

1月 6.1 4.6 -2.2 -3.6 2.0 0.5 

2月 7.4 5.7 -2.4 -3.0 2.1 1.2 

3月 10.8 10.5 0.5 0.2 5.6 5.3 

4月 17.1 17.0 4.4 4.9 10.6 10.9 

5月 21.4 21.4 10.2 9.7 15.8 15.5 

6月 25.1 24.6 14.1 15.1 19.5 19.6 

7月 28.5 27.8 20.0 19.3 23.9 23.1 

8月 28.6 28.8 20.4 19.7 23.9 23.7 

9月 24.0 24.8 14.8 15.7 18.9 19.7 

10月 20.9 19.5 10.9 8.9 15.4 13.9 

11月 15.1 13.8 4.1 3.5 8.9 8.1 

12月 9.4 7.9 ーl.4 -1.4 3.0 2.8 

年平均 17.9 17.2 7.8 7.4 12.5 1l.9 

久万町の気温(平成15年と準平年の比較)

最 高 気 温 最 低 気 温 平 均 気 温 

J十年 平成15年 準平年値 平成15年 準平年値 平成15年 準平年値 

1月 5.5 6.0 -3,7 -2.4 0.5 1.5 

2月 8.3 7.2 -1.9 -2.2 2.8 2.1 

3月 11.4 11.7 0.2 0.7 5.2 6.0 

4月 18.8 17.5 7.2 鼻8 12.8 11.5 

5月 22.3 22.3 11.8 11.0 16.5 16.4 

6月 24.2 24.8 15.6 15.7 19.4 19.9 

7月 27.3 29.1 18.8 19.8 22.4 23.9 

8月 29.4 29.8 20.5 20.2 24.1 24.3 

9月 27.4 25.8 16.8 16.2 21.4 20.4 

10月 19,9 20.6 7.7 9.5 12.9 14.3 

ll月 17.1 14.6 7.5 4,0 11.8 8.8 

12月 8.9 8.7 -0.3 -0.7 4.0 3.6 

年平均 18.4 18.2 8.4 8.1 12.8 12.7 

注 準平年値(平成6年へ15年までの平均)気温は全て摂氏である。 (松山気象台測定)
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久万地方と松山地方の気温比較表

一番暑かった日の温度(最高極値)

昭和57年 昭和58年 昭和59年 昭和60年 昭和61年 昭和62年 平 均 

久万 3l.7 33.6 32.9 32.4 33.0 33.3 32.8 

松山 32.5 36.0 34.7 33.7 33.7 34.9 34.3 

一番暑かった日の温度(最高極値)

平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平 均 

久万 33.4 31.6 33.4 34.3 33.6 33.1 33.2 

松山 35.2 34.5 35.6 35.9 36.7 34.8 35.5 

一番寒かった日の温度(最低極値)

昭和57年 昭和58年 昭和59年 昭和60年 昭和61年 昭和62年 平 均 

久万 -10.3 -13.6 -12.2 ー12.4 -8.3 -9.7 -11.1 

松山 -2.1 -3.1 -5.2 -3.0 -3.0 -2.3 -3.1 

一番寒かった日の温度(最低極値)

平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平 均 

久万 -8.2 -10.8 -8,5 -7.6 -7.8 -1l.3 -9.0 

松山 -2.2 -4.5 -1.6 -2.5 -0.7 ーl.4 -2.2 

平均気温

昭和57年 昭和58年 昭和59年 昭和60年 昭和61年 昭和62年 平 均 

久万 11.9 12.3 11.6 \ 11.6 12.5 12.0 

松山 15.7 16.2 15.6 16.2 15.5 16.3 16.0 

平均気温

平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平 均 

久万 13.9 12.8 12.8 12.7 12.9 12.8 13.0 

松山 17.6 16.6 16.7 16.6 17.0 16.5 16.8 

気温の準平年値(久万町)

l月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 

最高温度 6.0 7.2 11.7 17.5 22.3 24.9 29.1 29.8 25.8 20.6 14.6 8.7 18.2 

最低温度 -2.4 -2.2 0.7 5.8 11.0 15.7 19.8 20.2 16.2 9.5 4.0 -0.7 8.1 

年平均 1.5 2.1 6.0 11.5 16.4 19.9 23.9 24.3 20.4 14.3 8.8 3.6 12.7 
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こ
の
た
め
、
夏
は
愛
媛
の
軽
井
沢
と
い
わ
れ
、
冬
は
四
国
の
北
海
道
と
形
容
さ
れ
て

い
る
。

人
々
の
生
活
は
常
に
気
温
に
影
響
さ
れ
、
夏
の
低
温
・
冬
の
積
雪
に
よ
る
被
害
な

ど
に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

平
野
部
の
多
い
松
山
と
比
較
し
て
み
る
と
、
久
万
町
は
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
あ

り
、
標
高
の
高
い
山
間
部
の
た
め
、
霧
・
雨
・
雪
・
曇
の
日
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
、
日
照
時
間
は
短
く
、
夜
は
気
温
が
下
が
り
や
す
い
。

前
回
の
調
査
に
、
平
成
一
〇
年
-
平
成
一
五
年
ま
で
の
調
査
記
録
を
追
加
し
た
。

久
万
町
の
最
高
気
温
は
、
昭
和
五
八
年
・
平
成
一
四
年
の
三
三
・
六
度
で
あ
り
、

最
低
気
温
は
、
昭
和
五
八
年
の
零
下
一
三
・
六
度
で
あ
っ
た
。
年
較
差
が
非
常
に
大

き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

久
万
町
と
松
山
市
の
一
番
暑
か
っ
た
日
の
最
高
気
温
の
差
は
、
今
回
の
調
査
に
よ

る
と
、
平
均
で
二
・
三
度
で
あ
る
。
一
番
寒
か
っ
た
日
の
最
低
気
温
の
差
は
、
六
・

八
度
で
あ
り
、
松
山
と
比
べ
て
寒
い
こ
と
が
わ
か
る
。
標
高
差
が
あ
る
た
め
、
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。

年
間
の
月
別
平
均
気
温
の
最
高
は
人
月
の
二
九
・
八
度
で
あ
り
、
最
低
は
一
月
の

零
下
二
・
四
度
前
後
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が
今
回
の
追
加
調
査
で
言
え
る
。

①

久
万
町
は
、
松
山
市
と
比
べ
て
年
較
差
と
日
較
差
が
大
き
い
。

②

最
高
気
温
は
、
あ
ま
り
差
は
な
い
が
、
最
低
気
温
の
差
は
非
常
に
大
き
い
。

久万町の気温(平成15年と準平年の比較)

最高気温 最低気温 平均気温 

平成 
準平年 

平成 
準平年 

平成 
準平年 

15年 15年 15年 

1月 5.5 6.0 -3,7 -2.4 0.5 1.5 

2月 8.3 7.2 -1.9 -2,2 2.8 2.1 

3月 11.4 11.7 0.2 0.7 5.2 6.0 

4月 18.8 17.5 7.2 5.8 12.8 11.5 

5月 22.3 22.3 1l.8 1l.0 16.5 16.4 

6月 24.2 24.9 15.6 15.7 19.4 19.9 

7月 27.3 29.1 18.8 19.8 22.4 23.9 

8月 29.4 29.8 20.5 20.2 24,1 24.3 

9月 27.4 25.8 16.8 16.2 21.4 20.4 

10月 19.9 20.6 7.7 9.5 12.9 14.3 

11月 17.1 14.6 7.5 4.0 11.8 8.8 

12月 8.9 8.7 -0.3 -0.7 4.0 3.6 

年平均 18.4 18.2 8.4 8.1 12.8 12.7 

注 準平年値(平成6年へ15年までの平均)

(松山気象台測定)

気温の準平年値(久万町)
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2

日
照
時
間

注
…
こ
こ
で
言
う
日
照
時
間
と
は
、
直
接
太
陽
光

線
が
地
上
に
達
し
た
時
間
を
言
う
の
で
あ
っ

て
、
曇
・
雨
・
雪
な
ど
の
日
は
零
の
時
も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
太
陽
が
東
の
空
に
出
て
西
の
空

に
沈
む
ま
で
の
時
間
を
示
す
の
で
は
な
い
。

松
山
市
の
よ
う
な
平
野
部
に
比
べ
る
と
、
久
万

町
は
日
照
時
間
が
年
平
均
一
日
に
つ
き
一
・
四
時

間
も
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
一
日
に
一
二
時
間
太
陽
が
地
上
に
出

て
い
る
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
、
松
山
市
は
四
六

㌫
、
久
万
町
は
三
五
㌫
し
か
太
陽
光
線
が
地
上
に

達
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

山
に
囲
ま
れ
、
雨
の
日
・
曇
の
日
・
雪
の
日
な

ど
、
日
照
時
間
が
他
に
比
べ
て
短
い
の
が
一
つ
の

特
徴
で
あ
る
。

久万町と松山市の日照時間(アメダス)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 ll月 12月 年平均 

久 万 町 

平成15年 
101.3 128.8 160.3 124.9 108.6 72.8 85.4 132.7 184.5 171.3 91.8 106.9 1469.3 

3.3 4.6 5.2 4.2 3.5 2.4 2.8 4.3 6.2 5.5 3.1 3.4 4.0 

準平年値 
98.3 118.5 151.5 151.7 151.0 94.4 133.8 162.1 130.7 138.6 109.5 104.7 1544.8 

3.2 4.2 4.9 5.1 4.9 3.1 4.3 5.2 4.4 4.5 3.6 3.4 4.2 

松 山 市 

平成15年 
129.5 147.0 185.6 142.6 176.0 127.8 133.3 183.5 229.2 218.9 106.5 134.4 1914.3 

4.2 5.3 6.0 4.8 5.7 4.3 4.3 5.9 7.6 7.1 3.6 4.3 5.2 

準平年値 
129.3 146.3 173.8 176.2 198.5 151.5 203.1 228.2 171.8 180.7 140.4 135.9 2035.6 

4.2 5.2 5.6 5.9 6.4 5.1 6.6 7.4 5.7 5.8 4.7 4.4 5.6 

平年は平成6年一平成15年までの平均。ただし、上は1ヶ月の合計、下は1日平均の日照時間である。

久万町と松山市の日照時間の平均(1日)平成15年

ノ\

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月 月 日 月 日 日 月 月 日 月 日 月

8

7

6

5

4

3

2

1

0



3

降

水

量

降
水
量
に
つ
い
て
は
、
年

に
よ
っ
て
そ
の
量
が
変
化
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
特
徴
を

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
に
く

い
。
し
た
が
っ
て
平
年
値
に

ょ
っ
て
、
そ
の
傾
向
や
特
徴

を
み
る
し
か
な
い
。

グ
ラ
フ
で
も
わ
か
る
よ
う

に
、
松
山
市
に
比
べ
久
万
町

は
降
水
量
が
多
く
水
不
足
の

心
配
は
な
い
。

久
万
町
の
降
水
量
は
、
一

般
的
傾
向
と
し
て
気
温
の
変

化
と
同
じ
よ
う
に
夏
に
多

く
、
冬
に
少
な
い
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

久万町の降水量
l月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 

準平年値 100.3 76.4 109.9 127.7 175.3 261.0 237.1 184.0 202.1 107.7 101.3 73.5 1,756.3 

平成10年 153 74 126 174 177 263 216 16 348 318 38 27 1,930 

平成11年 35 72 84 82 203 452 312 411 318 87 81 67 2,204 

平成12年 111 58 158 92 159 306 96 131 466 95 136 75 1,883 

平成13年 87 130 106 74 143 296 117 225 175 150 99 59 1,661 

平成14年 107 77 87 103 219 181 128 198 37 65 124 99 1,425 

平成15年 138 95 130 176 214 222 347 425 95 60 173 62 2,137 

松山市の降水量
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 

準平年値 59.5 51.1 83.3 106.1 137.7 230.3 171.8 75.9 123.3 100.9 74.9 38.1 1,252.8 

平成10年 126.5 45.0 72,0 141.0 123.5 249.5 113.5 32.5 158.0 276.0 39.0 5.0 1,381.5 

平成11年 27.0 34.0 81.0 77.0 128.0 462.5 171.0 184.0 173.0 76.5 64.5 25.0 1,503.5 

平成12年 73.0 31.5 118.0 84.5 101.5 219.0 31,5 38.0 217.5 55.5 133.5 46.5 1,150.0 

平成13年 68.5 93.5 50.5 46.5 136.5 388.0 151.5 123.0 129.0 197.0 80.0 37.5 1,501.5 

平成14年 43.0 39.5 93.0 99.5 188.5 169.0 70.5 25.0 69.0 26.5 24.0 83.0 930.5 

平成15年 52.5 61.5 113,0 155.0 169.5 138.5 270.0 169.0 49.5 29.0 155.5 37.0 1,400.0 

∴∴∴ l 〔二二コ入 口松 i 万町 山市 

凱 凱 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 

久万町と松山市の降水量(準平年値)

第
五
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1

風
向
と
風
力

季
節
風
の
吹
く
方
向
は
、
盆
地
の
広
が
り
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
冬
は

北
西
・
北
の
風
が
比
較
的
多
く
、
夏
は
南
東
・
南
の
風
が
比
較
的
多
い
が
南
方
に
四

国
山
地
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
南
よ
り
の
風
は
少
な
く
風
力
も
弱
い
。

久万町の風向

三言 
l月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

年 合計 

北 西 3 4 3 3 4 l 3 4 3 4 2 6 40 

北 8 5 5 4 2 3 2 3 3 1 5 4 45 

北 東 1 2 1 2 1 2 l 3 1 14 

東 3 2 l 2 1 1 2 12 

南 東 1 3 5 4 3 3 3 1 23 

南 2 1 5 2 4 6 4 3 4 31 

南 西 2 l 2 1 2 1 1 4 3 17 

西 2 2 2 1 1 1 9 

月平均 14 19 18 22 15 17 18 13 13 14 12 16 191 

久万町の風力

風 力 1 2 3 4 5 6 7 合計 

風の数 95 58 25 8 3 2 191 

一
〇

5

天
気
と
気
候

久
万
町
で
は
、
表
で
わ
か
る
よ
う
に
、
初
霜
は
松
山
に
比
べ
三
〇
日
く
ら
い
早
く
、

初
雪
も
早
い
。
し
た
が
っ
て
久
万
町
の
冬
は
非
常
に
寒
い
こ
と
が
わ
か
る
。

天
気
日
数
を
見
る
と
、
晴
天
の
日
数
四
〇
・
六
㌫
・
曇
天
日
数
三
八
・
六
㌫
・
降

雨
日
数
二
〇
・
六
㌫
の
割
合
に
な
り
、
久
万
町
は
、
五
日
に
一
日
の
割
合
で
雨
ま
た

は
雪
が
降
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
他
の
四
日
の
う
ち
二
日
は
晴
天
で
、
残
り
の
二

日
は
曇
の
天
気
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

久万町と松山市の初霜と初雪

現象 年
市町 

初 霜 初 雪 

久 万 町 松 山 市 久 万 町 松 山 市 

昭和56年 10月17日 11月19日 12月2日 12月2日 

ク 57ク 10月16日 12月7日 12月17日 12月18日 

ケ 58ケ 11月12日 11月28日 11月17日 1月20日 

ケ 59〃 10月19日 11月28日 12月22日 12月28日 

〃 60ク 11月9日 12月18日 12月13日 12月21日 

● 10月16日 11月27日 12月29日 1月12日 

久
万
町
は
、
山
間
部
の
た
め
夜
間
は
気
温
が

下
が
り
、
湿
度
が
一
〇
〇
㌫
に
達
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
朝
や
雨
天
の
後
、
雲
や
霧
が
多
く

発
生
し
て
い
る
。
特
に
九
月
か
ら
三
月
に
か
け

て
非
常
に
多
い
。

一
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
最
低
気
温
が
氷

点
下
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
霜
や
霜
柱
、

結
氷
、
降
雪
な
ど
の
異
常
現
象
が
多
く
み
ら
れ
る
。

久
万
町
の
湿
度
は
、
松
山
市
と
比
較
す
る
と

少
し
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
気
温
が

低
い
た
め
湿
度
が
大
き
く
な
る
。
気
温
や
降
水

量
と
は
逆
に
、
冬
の
寒
い
時
期
に
湿
度
が
高
く
、

夏
は
低
い
。

以
上
の
気
象
条
件
か
ら
、
久
万
町
は
初
霜
、

初
雪
が
平
野
よ
り
は
や
く
、
雪
害
も
多
く
、
交

通
機
関
の
乱
れ
が
し
ば
し
ば
あ
る
。



昭和41年久万町の天気日数

第
五
章

気

董

月 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

年合計 
日数 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 

晴天日数 10 13 10 10 15 10 19 15 19 13 13 2 149 

曇天日数 13 11 14 12 8 14 9 10 6 14 12 18 141 

降雪雨日数 8 4 7 7 8 6 3 3 5 4 5 11 75 

昭和41年久万町の特殊気象現象

三言ニ 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

年合計 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 

降霜日数 9 9 6 2 l 

3 3 1 9 

1 8 9 45 

霧 日 数 5 6 9 3 1 7 7 1 55 

霜柱日数 20 14 6 

1 1 

5 ll 57 

結氷日数 26 16 5 3 18 68 

降雪日数 13 3 l 1 6 25 

注 現在久万町ではアメダスによる観測のため過去のデータ一便用

湿 度

月 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

地区 年 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 

松山市 昭和62年 64 67 71 64 70 87 76 75 74 72 72 67 

久万町 昭和42年 83 74 71 75 71 73 85 77 73 77 76 \ 
注 久万町ではアメダス観測のため過去のデータ一便用
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一

植

物

1
か
ら
1
0
ま
で
増
補
改
訂
版
参
照

‖

帰
化
植
物

近
年
、
農
地
・
原
野
と
い
わ
ず
、
住
宅
近
辺
に
も
帰
化
植
物
の
増
加
が
目
だ
っ
て

き
て
い
る
。
在
来
種
が
影
を
ひ
そ
め
、
帰
化
植
物
が
繁
殖
を
続
け
て
い
る
。

ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ツ
ウ
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
、
ヒ
メ
ス
イ
バ
、

ヒ
メ
ジ
オ
ン
、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
イ
ヌ
コ
ハ
コ
ベ
、
オ
ニ
ノ

ゲ
シ
、
カ
モ
ガ
ヤ
、
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
、
コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
ノ
ポ
ロ
ギ
ク
、
オ
オ

イ
ヌ
ノ
フ
ダ
リ
、
ヨ
ウ
シ
ユ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
、
ヨ
ウ
シ
ユ
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
、
セ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
シ
ロ
ッ
メ
ク
サ
、
セ
イ
ヨ
ウ
ヒ
ル
ガ
オ
、
ボ
タ
ン
ウ
キ
ク

サ
等
々
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
の
種
類
の
帰
化
植
物
が
雑
草
と
し
て
は
び
こ
っ

て
い
る
。

明
治
維
新
以
後
、
海
外
と
の
貿
易
・
交
流
の
拡
大
に
よ
っ
て
増
え
続
け
た
帰
化
植

物
は
、
文
明
開
化
と
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
を
反
映
し
て
き
た
。
近
年
は
、
世
界

の
農
産
物
市
場
の
急
速
な
自
由
化
に
伴
っ
て
、
輸
入
家
畜
飼
料
に
混
入
し
た
雑
草
種

子
か
ら
畜
産
農
家
の
飼
料
畑
へ
と
侵
入
し
増
え
続
け
て
い
る
。

外
来
雑
草
の
侵
入
経
路
に
は
、
輸
入
飼
料
-
牛
-
糞
-
堆
厩
肥
-
畑
が
あ
る
と

い
う
研
究
結
果
が
で
て
い
る
。

帰
化
植
物
に
は
、
繁
殖
力
の
強
い
も
の
が
多
く
、
一
度
種
が
落
ち
る
と
在
来
種
を

駆
逐
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
勢
い
で
増
え
続
け
る
。
そ
の
結
果
こ
れ
を
取
り
除
く
た
め

一
二

に
除
草
剤
の
使
用
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
環
境
破
壊
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

ボ
タ
ン
ウ
キ
ク
サ
は
、
南
ア
フ
リ
カ
原
産
で
あ
る
が
、
観
賞
用
水
草
と
し
て
輸
入

さ
れ
た
後
、
逸
出
し
野
生
化
し
た
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は
、
明
治
年
間
に
観
賞
用
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
温
暖
地
を
中
心
に
広
く
帰
化
し
た
。
空
き
地
や
河

川
敷
に
大
群
落
を
つ
く
る
。
晩
秋
ま
で
花
が
あ
る
の
で
養
蜂
業
者
が
全
国
に
広
め
た

こ
と
が
あ
る
。

観
賞
用
と
か
個
人
的
な
理
由
に
よ
っ
て
、
海
外
か
ら
搬
入
し
た
植
物
等
を
管
理
で

き
な
く
な
っ
て
野
に
放
つ
と
、
ど
ん
な
結
果
に
な
る
か
を
考
え
な
い
不
心
得
者
が
い

る
た
め
に
、
ど
れ
ほ
ど
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
農
地
や
農
家
に
大
き
な
迷

惑
を
か
け
て
い
る
か
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
防
ぐ
努
力
が
必

要
で
あ
る
。

ま
し
て
や
営
利
の
為
に
雑
草
を
全
国
に
振
り
撒
く
な
ど
と
一
手
う
暴
挙
は
許
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
淡
水
魚
の
生
態
系
を
大
き
く
乱
し
て
い
る
オ
オ
ク
チ
バ

ス

(
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
)
と
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
例
が
こ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
。

オ
オ
ク
チ
バ
ス
は
、
一
九
二
五
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
芦
の
湖
に
放
流
さ

れ
た
。
一
九
七
〇
年
か
ら
急
速
に
全
国
に
分
布
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
釣
り
人

が
各
地
に
放
流
し
た
の
が
原
因
で
、
こ
れ
ら
の
魚
が
侵
入
し
た
湖
や
川
で
は
、
生
態

系
が
大
き
く
乱
れ
て
い
る
。
特
に
小
さ
な
池
で
は
そ
の
影
響
は
極
め
て
深
刻
で
あ
る
。

三
-
四
月
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ツ
ウ
は
、
繁
殖
力
が
極
め
て

強
く
、
こ
こ
数
年
の
う
ち
に
各
地
に
増
え
続
け
て
い
る
。

一
見
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
に
似
て
い
る
が
、
明
治
年
間
の
中
期
に
東
京
で
兄
い
だ
さ
れ
た

植
物
で
あ
る
。
植
物
図
鑑
に
よ
る
説
明
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。



ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
〔
シ
ソ
科
〕

越
年
草
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
帰
化
植
物
。
畑
地
、
樹
園
地
、
土
手
な
ど
い
た
る
と
こ

ろ
に
群
生
す
る
。
幼
植
物
は
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
に
似
て
い
る
。
茎
は
四
角
柱
状
で
根
元
で
分
岐

し
叢
生
す
る
。
高
さ
二
〇
-
五
〇
〇
〇
、
葉
は
対
生
し
粗
い
鋸
葉
が
あ
り
上
面
は
網
目
状
に

凹
み
縮
ん
で
見
え
、
両
面
に
毛
が
あ
る
。
三
-
四
月
に
茎
上
部
に
葉
が
密
に
つ
き
赤
紫
色

に
色
付
き
、
葉
腋
か
ら
輪
状
に
紅
紫
色
の
花
を
多
数
つ
け
る
。

帰
化
植
物
の
欠
点
・
弊
害
は
多
い
。
雑
草
と
し
て
の
繁
殖
力
が
強
く
農
作
物
に
と

っ
て
大
き
な
害
を
も
た
ら
す
。
固
有
の
植
物
を
駆
逐
し
絶
滅
の
危
機
に
追
い
込
む
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
よ
る
動
植
物
の
伝
播
、
開
発
に
よ
る
「
撹
乱
地
」

(
ゴ
ル
フ

場
や
ス
キ
ー
場
等
)

の
拡
大
が
す
す
ん
で
い
る
。
土
地
利
用
形
態
が
変
化
し
て
在
来

種
の
生
育
に
は
適
さ
な
い
が
、
帰
化
種
の
生
育
を
許
す
よ
う
な
「
撹
乱
地
」

の
面
積

が
増
加
し
て
い
る
。

最
近
、
河
原
に
菜
の
花
や
コ
ス
モ
ス
な
ど
の
広
い
花
畑
を
作
る
こ
と
が
流
行
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
用
意
さ
れ
る
富
栄
養
化
さ
れ
た
裸
地
も
帰
化
植
物
の
温
床
と
な

る
。
除
草
が
行
わ
れ
る
の
も
、
花
畑
の
主
役
の
園
芸
植
物
が
芽
を
出
し
て
か
ら
花
を

咲
か
せ
る
ま
で
の
期
間
だ
け
な
の
で
、
他
の
季
節
は
帰
化
植
物
の
天
下
と
な
る
。
そ

し
て
生
産
さ
れ
た
帰
化
植
物
の
種
子
は
、
増
水
時
に
水
に
よ
っ
て
広
い
範
囲
に
ば
ら

ま
か
れ
る
。
花
畑
の
作
り
主
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
。
無
知
は
恐
い
。

生
態
系
の
変
化
は
、
私
達
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
日
本
全
国
の
杉
や

桧
の
森
が
増
え
た
こ
と
で
、
結
果
的
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
。
猿
や
猪
な
ど
の
動

物
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
農
作
物
を
食
い
荒
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
杉

の
蒸
散
作
用
に
よ
っ
て
森
の
小
さ
な
谷
川
は
、
谷
川
で
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
花

粉
を
ば
ら
撒
く
為
に
花
粉
症
の
被
害
が
拡
散
し
た
。
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帰
化
植
物
の
繁
殖
・
拡
大
へ
の
対
策
は
、
私
達
の
日
常
の
生
活
の
中
で
の
科
学
的

知
識
、
工
夫
や
努
力
・
共
通
認
識
に
よ
る
協
力
体
制
な
ど
で
あ
ろ
う
か
。

沖
縄
の
不
妊
虫
放
飼
法
に
よ
る
ウ
リ
ミ
バ
エ
の
根
絶
は
、
科
学
の
力
と
共
通
認
識

に
よ
る
協
力
体
制
の
も
た
ら
し
た
、
私
達
が
学
ぶ
べ
き
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

二

動

物

1
か
ら
4
ま
で
増
補
改
訂
版
参
照

5

有
害
野
生
鳥
獣

中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
農
地
と
山
林
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
野
生
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
の
食
害
等
の
発
生
が
多
い
。
平
成
一
〇
年
度
に
お
け
る
全
国
の
被

害
の
発
生
状
況
を
被
害
面
積
で
見
る
と
、
獣
類
に
よ
る
被
害
が
約
八
万
㌶
で
こ
の
う

ち
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
の
三
種
に
よ
る
も
の
が
約
六
万
㌶
を
占
め
て
お
り
、
主

に
こ
れ
ら
の
棲
息
地
を
含
む
中
山
間
地
域
を
中
心
に
発
生
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ

る
。久

万
町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
農
作
物
被
害
が
多
く
、
次
い
で
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
カ
ラ

ス
、
ハ
ト

(
ヤ
マ
バ
ト
、
デ
ン
シ
ョ
バ
ト
)
等
の
被
害
が
多
い
。

広
葉
樹
の
森
が
減
り
、
針
葉
樹
の
森
が
広
が
っ
た
た
め
、
野
生
動
物
の
生
活
環
境

に
大
き
な
変
化
が
お
き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
イ
ノ
シ
シ
よ
り
家
畜
に
近
い
イ
ノ
シ
シ
の
雑
種
が
増
え
て
い
る
と
い
う

の
が
、
町
内
の
猟
師
や
被
害
を
受
け
た
農
家
の
目
撃
談
で
あ
る
。

ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、
植
林
し
た
幼
木
を
食
い
荒
ら
す
野
兎
や
ね
ず
み
の
天
敵
と
し
て

外
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
哺
乳
類
で
あ
る
が
、
そ
の
役
目
を
果
た
し
た
あ
と
、
害
獣
と

な
っ
て
農
作
物
を
荒
ら
す
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

二
二



第
一
編

自

然

農
作
物
被
害
の
多
い
地
域
で
は
、
農
地
の
耕
作
放
棄
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
野
生
鳥
獣
の
保
護
管
理
の
一
環
と
し
て
の
適
切
な
被
害
防
止
対
策
が

必
要
で
あ
る
。

久
万
町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
に
係
わ
る
補
助
事
業
を
実
施

し
た
り
、
久
万
町
の
猟
友
会
に
依
頼
し
て
、
期
間
を
定
め
、
農
作
物
を
荒
ら
す
鳥
獣

の
駆
除
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

四
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